
令和５年度文化財関係事業について   

                         予算額 104,166 千円  

 

●令和５年４月１日付け  

「歴史文化都市」宣言  

課の名称を「文化財保護課」から「文化財保存活用課」に変更  

 

 1.郷土資料館管理運営事業              2,161 千円  

 学校教育とも連携を図りながら、市内の児童生徒へ向けて郷土の歴史への関

心を高めるため、資料館見学の受け入れや郷土資料館まつりを実施する。  

●維持管理・保守管理経費（会計年度任用職員人件費、光熱水費、修繕料等）  

●秋季・冬季企画展、郷土資料館まつりを実施予定  

  

 

 2.古代の里資料館管理運営事業            13,932 千円  

 来館者に本市の文化財を紹介し、文化財の保護・啓発を図る拠点施設として

継続的に企画展を実施する。また、初の試みとして外部団体と共催で企画展を

実施する予定。  

●維持管理・保守管理経費（会計年度任用職員人件費、光熱水費、修繕料等）  

●企画展示 1「浜詰遺跡に生きた縄文人 ～京都府下唯一の貝塚を探る～」  

  令和 5 年 6 月 10 日（土）～9 月 18 日（月・祝）  

●第 2 回京丹後市文化財セミナー  

 「浜詰遺跡に生きた縄文人 ～京都府下唯一の貝塚を探る～」  

  日時：令和 5 年 7 月 9 日（日）午後 2 時 00 分～4 時 30 分  

  会場：アグリセンター大宮  定員 200 人  

●企画展示 2「（仮）ECHO あしたの畑ー丹後・城崎」  

  令和 5 年 10 月 7 日（土）～令和 5 年 11 月 26 日（日）  

●企画展示 3「（仮）丹後震災の記憶」  

  令和 6 年 1 月～4 月予定  

 

 

 3.資料館等指定管理運営事業              10,195 千円  

 令和３年度から「琴引浜の鳴り砂を守る会」を指定管理者として管理運営し

資料２  



ている。微小貝等を見るための実体顕微鏡など計３台を新規購入。  

●琴引浜鳴き砂文化館指定管理委託料  

●琴引浜鳴き砂文化館建物賃借料、駐車場用地賃借料  

 

 

 4.文化財保護審議会委員設置事業             213 千円  

●文化財保護審議会開催（年３回）  

●両丹文化財保護連絡協議会開催  

 

 

 5.指定文化財等管理事業                10,953 千円  

 市内に所在する貴重な文化財を後世に残すために、修理や保全に係る事業に

対して補助金を交付するとともに、180 件を超える市内指定文化財（国、府、

市指定文化財）等を適切に維持管理し、看板設置などにより指定文化財等の普

及啓発を図る。  

 丹後震災記念館講堂にある伊藤快彦作油絵３点の修復事業を３か年で実施す

る。また、記念館に悪影響を与えている周辺樹木の伐採を実施する。  

●京丹後市指定文化財等補助金  2,500 千円  

●指定文化財等維持管理経費（国・府・市指定史跡など）  

●湯舟坂 2 号墳出土品保存修理事業（令和 4 年度～令和 7 年度）  

●文化財関連看板等修理  

●コウノトリモニタリング等経費  

●丹後震災記念館絵画修繕料・運搬料  

●丹後震災記念館雑木伐採業務  

●（仮称）文化財保護基金の設立  

 

 

 6.遺跡整備事業                   53,884 千円  

 市内に残る地域の特色と歴史を物語る重要な史跡等を教育、観光、地域づく

りの資源として有効に活用するために史跡整備を推進する。網野銚子山古墳整

備事業の令和６年度完成に向けて、史跡地内の整理伐採、墳頂部の保護盛土、

周溝表示・葺石復元などの環境整備を実施する。  

●史跡整備検討委員会経費  



●銚子山古墳整備工事関係経費  

●銚子山古墳環境維持関係経費（草刈委託料）  

 

 

 7.遺跡発掘調査等事業                 4,458 千円  

 市内に残る遺跡等の適正な保存・活用のため、開発に先立つ発掘調査を実施

して開発事業との円滑な調整を図るほか、令和２年度まで実施した網野銚子山

古墳の発掘調査の報告書を作成する。  

●網野銚子山古墳整理作業経費  

●田村関遺跡発掘調査経費  

 

 

 8.地域文化財総合活用推進事業             5,422 千円  

 文化庁の認定を受けた「京丹後市文化財保存活用地域計画」により、京丹後

市の歴史文化や文化財を後世に伝えるため、（仮称）市民遺産会議を立ち上げる

ほか、京丹後市文化財保存活用地域計画推進協議会による進捗管理を行う。  

 また、地域計画に示した１１のストーリーを紹介するデジタルイラストマッ

プを作成し、WEB 上で地域文化財の公開及び来訪者に関連文化財群の周遊を

促す。  

●文化財保存活用地域計画推進協議会経費  

●（仮称）京丹後市市民遺産会議経費  

●京丹後市歴史文化物語発信事業経費  

 

 

 9.文化財保護一般経費                 2,948 千円  

 文化財の保護と活用を図るため、文化財の収蔵施設等の維持管理を適切に行

い、各種文化財保護関係団体の活動を推進する。また、京丹後市が所蔵する小

牧源太郎作品展を開催する。  

●文化財収蔵施設維持管理経費  

●文化財加盟団体経費  

●会議出席旅費  

●小牧源太郎作品展関係印刷製本費  

 



 10.その他  

●京都府立大学地域貢献型特別研究  

令和５年度第１回京丹後市セミナー・京都府立大学 ACTR 湯舟坂２号墳プロ

ジェクト第３回成果報告会 in 久美浜  

令和５年７月１日（土）13：00～17：00 久美浜庁舎大会議室  


